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第26回

県
道
42
号
線
沿
い
に
あ
る
自
然
に

恵
ま
れ
た
農
村
地
区
で
、
地
区
の

中
央
部
を
後う
し
ろ
か
わ
う
ち
が
わ

川
内
川
が
静
か
に
流

れ
、
温
泉
団
地
や
心
安
ら
ぐ
ふ
る

さ
と
公
園
も
あ
り
ま
す
よ
。

史
跡
・
芸
能
・
行
事

平成20年４月25日号　No.85

ふるさと探画

明治12年に創立された歴
史ある、城を思い出させ
る朝陽小学校の石垣門。

国の登録有形文化財の「新
大橋」は、写真愛好家の撮
影ポイントになっていま
す。

　

朝ち
ょ
う
よ
う陽
地
区
は
本
市
の
南
部
に
位
置
し
、
中
央
を
県

道
42
号
線（
川
内
加
治
木
線
）が
縦
断
し
、
鹿
児
島
市

お
よ
び
鹿
児
島
空
港
へ
約
40
分
、
川
内
駅
へ
約
20
分

と
交
通
に
は
便
利
な
所
に
位
置
す
る
静
か
な
農
山
村

地
域
に
あ
り
ま
す
。

　

地
区
の
面
積
は
約
19
㎢
あ
り
、
そ
の
中
に
11
自
治

会
が
構
成
さ
れ
、
人
口
６
３
０
人
、
世
帯
数
２
１
５

世
帯
で
、
高
齢
化
率
は
約
34
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
朝
陽
小
学
校
の
全
児
童
は
30
人
前
後
で
複
式

学
級
が
あ
る
な
ど
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

会
社
勤
務
な
ど
と
の
兼
業
農
家
が
大
半
で
す
が
、

最
近
で
は
生
産
物
の
組
み
合
わ
せ
で
専
業
農
家
と
し

て
頑
張
っ
て
い
る
農
家
も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

主
な
生
産
物
は
、
米
・
生
産
肥
育
牛
・
ハ
ウ
ス
キ

ン
カ
ン
・
茶
・
ゴ
ー
ヤ
ー
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー
な
ど
で
す
。

特
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
と
生
産
肥
育
牛
に
つ
い
て
は
企
業

な
ど
に
よ
る
大
型
農
場
団
地
が
あ
り
、
畜
産
基
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
中
心
部
を
走
る
県
道
42
号
線
か
ら
２
０
０

ｍ
ほ
ど
入
っ
た
所
に
あ
さ
ひ
温
泉
団
地
が
あ
り
、
都

市
部
か
ら
静
か
で
豊
か
な
自
然
を
求
め
て
定
住
し
た

方
も
い
ま
す
。
そ
の
方
々
が
、
地
区
の
行
事
な
ど
に

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
地
区
住
民
と
一
体
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、「
こ
こ
に
来
て

良
か
っ
た
」と
の
声
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
交
流
し
、

一
人
で
も
多
く
の「
朝
陽
フ
ァ
ン
」を
つ
く
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
陽
と
書
い
て「
あ
さ
ひ
」と
も
読
み
ま
す
が
、
な

ぜ「
ち
ょ
う
よ
う
」と
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

と
い
う
と
、
現
在
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
後
に
昔
、
山や
ま
じ
ろ城
が
あ
り
そ
こ
か
ら
眺
め
る「
朝
日
」

の
素
晴
ら
し
さ
か
ら「
あ
さ
ひ
」が
つ
き
、「
ち
ょ
う

よ
う
」と
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
陽
に
は
、
ふ
る
さ
と
公
園
も
あ
り
、
天
気
の
良

い
日
に
は
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
訪
れ
ま
す
。

通
り
が
か
り
の
人
は「
ほ
っ
と
す
る
い
い
所
」と
名
付

け
て
い
る
よ
う
で
す
。
広
い
公
園
の
管
理
に
は
、
協

議
会
が
発
足
し
て
以
来
、
各
自
治
会
が
協
力
し
、
輪

番
制
で
草
刈
り
や
草
取
り
な
ど
一
年
中
花
の
手
入
れ

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

〜 

入
来
地
域
朝
陽
地
区
編 

〜

〜 

入
来
地
域
朝
陽
地
区
編 

〜

　

朝
陽
地
区
に
は
、
石
造
り
の「
新
大
橋
」が
あ
り
ま
す
。

新
大
橋
は
、
県
道
蒲
生
線
開
通
に
伴
い
、
寄
附
金（
当

時
の
２
５
０
円
）を
集
め
て
後
川
内
川
に
架
橋
さ
れ
ま

し
た
。
明
治
42
年
４
月
12
日
に
竣
工
、
石
橋
２
連
ア
ー

チ
橋
で
長
さ
24
ｍ
、
幅
３
ｍ
、
ア
ー
チ
径
間
は
10
・
８

ｍ
あ
り
ま
す
。
平
成
16
年
11
月
８
日
に
国
の
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
天
気
が
良
い
日
な
ど
に
は
写

真
を
撮
る
な
ど
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
行
う
伝
統
芸
能「
太
鼓
踊
り
」が
途
絶
え
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
復
活
し
、
神
社
奉
納
祭
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
さ
ひ
夏
祭
り
や
秋
の
あ
さ
ひ
青
空
市
、
十

五
夜
、
文
化
祭
、
小
学
校
秋
季
大
運
動
会
な
ど
、
地
区

民
一
体
と
な
り
盛
大
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

児
童
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
長
寿
会
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
で
行
う
三
世
代
交
流

会
は
28
年
間
も
続
き
、
今

後
も
途
絶
え
る
こ
と
な

く
続
い
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
伝
統
芸
能

に
金
山
踊
り
・
鷹
踊
り
・

川
流
れ
節
・
銭
ご
ま
踊

り
な
ど
が
あ
り
、
継
承

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

地区民総参加で盛り上げるあさひ夏祭り


